
AMULET品質管理点検報告書

撮影室  :

点検実施日:

点検実施者

富士フイルムメディカル株式会社

松本賢一

国立大学法人山口大学医学部附属病院 様

R18撮影室

2026年2月25日
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所属 氏名

あり 拡大撮影あり(1.8)

イメージャー

  

ビューワ FALSE TRUE FALSE FALSE FALSE

FALSE FALSE FALSE

FALSE FALSE FALSE FALSE

FALSE FALSE FALSE

使用線量計 3 3 4 3 13

使用圧迫計

設置日S/N

型名

Xi

Innovality

型名

富士フイルムメディカル医療ソリューションズ

ShadeQuest

256126

システム名称 富士フイルム FDR MS-3500 57220633 2016年3月29日

メーカー名

メーカー名

拡大撮影トモシンセシスオプション

撮影室名

ご施設名

点検実施日

国立大学法人山口大学医学部附属病院

R18撮影室

2026年2月25日

点検実施者 山口サービスセンター 松本賢一

メーカー名・形式 SH-30K

S/N R14246867

使用圧迫板 24×30 High

メーカー名

型名

-

-
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１．　装置各部の作動確認

作動確認

Pass

各部の確認

注意事項・表示の確

認

圧迫動作

スイベルアーム

回転動作

各部脱着の確認

装置各部の

作動確認

Pass

Pass

Pass

Pass

Pass

臨床に用いる全てのモードでX線照射ができること。

また、　X線照射条件などが適切に表示されること。
X線照射確認

取扱説明書記載のＳＩＤを確認する。

ＳＩＤをスケールで測定し、取扱説明書記載の値と比

較し、　大幅な違いがないことを確認する。

判定

スイベルアーム

上下動作
Pass

乳房圧迫操作にかかわる可動箇所が円滑に動き、異常

音がないこと。圧迫板損傷がないこと。

スムーズに回転し、異音がないこと。リミットで確実

に停止すること。
Pass

Pass

Pass

Pass

ＳＩＤの確認

確認項目

Pass

確認内容

カバーの傷や部品の損傷などがないこと。傷・損傷の確認

スムーズに上下し、異音がないこと。リミットで確実

に停止すること。

乳房圧迫板、拡大撮影用アダプタなどの脱着が円滑に

行える。

その他記載

緊急停止操作の確認

緊急時圧迫解除機能

の確認

緊急停止操作が正常に作動する。

操作者や受診者に危害を与えるような部品締結部の緩

み、鋭利なエッジなどがないことを目視で確認する。

停電等の際、手動操作で圧迫圧を解除できる機能が適

切に作動する。

X線装置の使用上の注意事項を取扱説明書、装置外部

の表示、操作画面の表示などで確認する。

緊急停止操作
ＳＩＤの確認

脱着の確認

スイベルアーム

回転動作

スイベルアーム

上下動作

圧迫動作

X線照射確認

緊急時圧迫解
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２．　乳房圧迫器

２．１　圧迫圧の表示精度

120 N

1回目 2回目 3回目 平均

120.0 120.0 120.0 120.0

119.0 119.6 119.6 119.4

1.0 0.4 0.4 0.6

200 N

1回目 2回目 3回目 平均

195.0 193.0 194.0 194.0

194.0 192.5 193.3 193.3

1.0 0.5 0.7 0.7

２．２　圧迫圧の持続性

120 N

1回目 2回目 3回目 平均

119.0 119.6 119.6 119.4

117.6 118.0 118.0 117.9

1.4 1.6 1.6 1.5

200 N

1回目 2回目 3回目 平均

194.0 192.5 193.3 193.3

191.7 191.3 191.5 191.5

2.4 1.2 1.8 1.8

乳房圧迫器　

許容範囲

①臨床で多用する圧迫圧

許容範囲

②電動最大圧迫圧

装置表示値

判定

圧力計表示値　1分後

圧力計表示値　初期値

判定

差

許容範囲

1分間で-10N以内 Pass

差

単位：N

Pass

精度：±20N以内であること

(±10N以内が望ましい)

1分間で-10N以内

判定

Pass

単位：N

差

圧力計表示値

判定

装置表示値

精度：±20N以内であること

(±10N以内が望ましい)
圧力計表示値

差

①臨床で多用する圧迫圧

②電動最大圧迫圧

許容範囲単位：N

Pass

半年毎に実施

単位：N

圧力計表示値　初期値

圧力計表示値　1分後
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２．３　圧迫厚の表示精度

N

mm

mm

mm

２．４　圧迫器の安全確認

３．　相対感度

1回目 2回目 3回目

27.0 27.1 27.0

乳房圧迫器・相対感度

確認項目

78

撮影モード

mAs値

Pass

Pass

圧迫圧100～120Nのとき、

±5mm以内

Pass

確認内容

判定

Pass

42.0

W/Rh

判定

目視確認

25

緊急停止スイッチが作動すること

Manual

相対感度

圧迫器各部の機械的な緩み、ひび割れなどがないこと

X線照射終了後の自動圧迫解除の作動

停電時に圧迫解除機能を実施できること

Pass

ターゲット/フィルタ

圧迫器の作動確認

管電圧

測定線量

単位：ｍR

差　　　　　 　　 　

40.0

2.0

使用圧迫圧　　　

表示圧迫厚　　　

測定圧迫厚　　　

許容範囲120.0

7.1
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４．　公称焦点寸法

【備考】　JIS Z 4120に規定された公称焦点寸法に対する最大許容値

幅 長さ

0.45 0.65

0.15 0.15

焦点

0.1

Pass

Pass

判定

公称焦点寸法

焦点サイズ

最大許容値

0.3

単位：mm

公称焦点寸法

単位:mm

小焦点 0.1

0.3大焦点

受入試験時のみ実施
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５．　X線照射野と受像器面との整合性（胸壁端付近の画像欠損確認を含む)

５．１　X線照射野と光照射野の整合性

①密着撮影(大焦点)　18×24cmサイズ

②密着撮影(大焦点)　24×30cmサイズ

X線照射野

13
X線照射野と光照射野の整

合性【前後】18×24

右側　|a2|

650

ＳＩＤ×0.02値

|a1|＋|a2|

650

ＳＩＤ胸壁側　|b2|

0.0

0.0

X線照射野と光照射野の整

合性【左右】18×24

ＳＩＤ

単位：mm 胸壁側　|b2|

0.0 0.0

0.0

X線照射野と光照射野の整

合性【左右】24×30

0.0

左側　|a1|単位：mm

0.0 0.0

X線照射野と光照射野の整

合性【前後】24×30

判定

Pass

許容範囲

|a1|＋|a2|≦SID×

0.02を満たすこと

ＳＩＤ×0.02値単位：mm 左側　|a1| 右側　|a2| 許容範囲

ＳＩＤ乳頭側　|b1|

許容範囲単位：mm 乳頭側　|b1|

|b1|＋|b2|≦SID×

0.02を満たすこと

判定

13

|b1|＋|b2|

Pass

許容範囲

|a1|＋|a2|≦SID×

0.02を満たすこと
13

ＳＩＤ

ＳＩＤ×0.02値|b1|＋|b2|

650

ＳＩＤ×0.02値|a1|＋|a2| 判定

Pass

判定

Pass
|b1|＋|b2|≦SID×

0.02を満たすこと
650 13
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③拡大撮影(小焦点)

X線照射野

乳頭側　|b1|

0.0 0.0

0.0 0.0

右側　|a2|

X線照射野と光照射野の整

合性【左右】

単位：mm

胸壁側　|b2|

|a1|＋|a2| 許容範囲ＳＩＤ×0.02値

判定

|a1|＋|a2|≦SID×

0.02を満たすこと
Pass

判定

650

許容範囲

ＳＩＤ

13

ＳＩＤ×0.02値

左側　|a1|

単位：mm

Pass13
|b1|＋|b2|≦SID×

0.02を満たすこと
650

|b1|＋|b2| ＳＩＤ

X線照射野と光照射野の整

合性【前後】
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５．２　X線照射野と受像器面の整合性

①密着撮影(大焦点)

0.0 0.0 0.0 650

②拡大撮影(小焦点)

X線照射野　

Pass

①左側

判定基準

X線照射野と受像器面の

整合性

0

判定

③反胸壁側

胸壁端からのはみ出し④は

5mmを超えないこと

Pass

胸壁

①、②、③がSID×0.02以下

であること

13

③乳頭側 ＳＩＤ×0.02値
④胸壁端からの

はみ出し
ＳＩＤ

②右側

胸壁端からのはみ出し④は

5mmを超えないこと

判定

②右側単位：mm ①左側

Pass

X線照射野が受像器面の縁を

越えた広がりがあること

判定基準

a2

乳房支持台の

胸壁端

a1

b1

b2

10円硬貨

等

5円硬貨等

c

光照射野 X線照射野
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５．３　胸壁付近の画像欠損確認

　※密着撮影(大焦点)のみに適用する

右 4.5 mm

左 4.5 mm

右 5.0 mm

左 5.0 mm

胸壁欠損

Pass

Pass

Pass

Pass

胸壁欠損量

（支持台上42.5㎜）

撮影モード

圧迫板の立ち上がり部が画像上に描出されないこと

mAs値

胸壁欠損量

（支持台上2.5㎜）

ターゲット/フィルタ

大焦点

胸壁欠損量は6mm以内であること。

管電圧

焦点

Manual

判定基準
判定

71

28

W/Rh
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６．　管電圧の表示精度

①大焦点

下限値 上限値

25 25.0 25.0 25.0 25.0 0.010 0.000 23.8 26.3 Pass Pass

28 28.0 28.1 28.1 28.0 0.060 0.002 26.6 29.4 Pass Pass

31 31.2 31.2 31.1 31.2 0.030 0.001 29.5 32.6 Pass Pass

②小焦点

下限値 上限値

25 25.3 25.2 25.3 25.3 0.030 0.001 23.8 26.3 Pass Pass

28 28.7 28.6 28.7 28.7 0.050 0.002 26.6 29.4 Pass Pass

31 31.8 31.8 31.8 31.8 0.010 0.000 29.5 32.6 Pass Pass

管電圧

31

50

測定管電圧

1回目

高低 25 中

焦点

管電圧計表示値　kV

ターゲット/フィルタ

mAs値 50

3回目

管電圧表示精度

【±5％以内】

管電圧計表示値　kV

W/Rh

小焦点

2回目

判定基準①

判定基準①

標準偏差
平均値

管電圧表示精度

【±5％以内】

判定

判定標準偏差 変動係数

管電圧再現性

変動係数0.05以下

Manual

平均値3回目

kV

W/Rh

変動係数

判定基準②

管電圧再現性

変動係数0.05以下

判定 判定基準②

1回目

28

mAs値

Manual

撮影モード

焦点

検査を実施する管電圧

撮影モード

測定管電圧

ターゲット/フィルタ

大焦点

2回目

判定
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７．　X線出力

７．１　再現性および直線性

①大焦点

mR 時間【s】 mR 時間【s】 mR 時間【s】

1回目 106.6 0.844 215.5 0.825 426.1 0.757

2回目 106.6 0.842 215.9 0.824 426.1 0.756

3回目 106.6 0.844 215.9 0.826 425.0 0.756

4回目 215.8 0.823

5回目 215.4 0.825

平均値 106.6 0.843 215.7 0.825 425.7 0.757

0.000 0.210 0.519

0.000 0.001 0.001

X　 mGy/mAs 0.047 0.047 0.047

|X1-X2|　 mGy/mAs 0.000 0.000

0.1（X1+X2）　 mGy/mAs 0.009 0.009

再現性

直線性

再現性・直線性　

Pass

Pass

Pass

SpecificRadiationOutput 16.684

変動係数0.05以下

80

Pass

判定

|X1-X2|≦

0.1(X1+X2)
Pass

40

28

W/Rh

判定基準

標準偏差

変動係数

mAs値

線量計指示値　

測定管電圧

ターゲット/フィルタ

20
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②小焦点

mR 時間【s】 mR 時間【s】 mR 時間【s】

1回目 178.1 0.819 356.8 0.848 706.2 1.690

2回目 178.9 0.820 356.8 0.847 705.1 1.691

3回目 178.3 0.823 357.4 0.849 704.0 1.690

4回目 357.6 0.850

5回目 356.9 0.852

平均値 178.4 0.821 357.1 0.849 705.1 1.690

0.340 0.335 0.898

0.002 0.001 0.001

X　 mGy/mAs 0.078 0.078 0.077

|X1-X2|　 mGy/mAs 0.000 0.001

0.1（X1+X2）　 mGy/mAs 0.016 0.016

再現性

直線性

再現性・直線性

Pass

Pass

4020

変動係数0.05以下

|X1-X2|≦

0.1(X1+X2)
Pass

判定

測定管電圧

ターゲット/フィルタ

線量計指示値　

標準偏差

変動係数

判定基準

Pass

80

Pass

mAs値

W/Rh

28
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７．２　X線出力

mR 時間【s】

1回目 440.9 0.950

2回目 440.9 0.950

3回目 440.9 0.949

平均値 440.9 0.950

空気カーマ率　 mGy/s

X線出力

W/Rh

モード

mAs値 100

測定管電圧

Manual

大焦点

判定基準

線量計指示値　

Pass

判定

4.1

空気カーマ率 2.7mGy/s 以上

ターゲット/フィルタ

28

焦点
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８．　半価層(ＨＶＬ)

８．１　乳房圧迫板を取り外したときのＨＶＬ

平均値 0.4 0.5 0.6

W/Rh 27 140 682.4 682.9 682.9 682.7 399.1 349.2 311.7

W/Rh 28 125 674.3 674.2 674.2 674.2 394.1 346.5 310.2

W/Rh 30 100 633.9 634.8 634.0 634.2 - 334.0 299.2

W/Rh 27 140 682.7 349.2 311.7 0.5 0.6 0.520 Pass

W/Rh 28 125 674.2 346.5 310.2 0.5 0.6 0.525 Pass

W/Rh 30 100 634.2 334.0 299.2 0.5 0.6 0.547 Pass

※判定基準：圧迫板を取り外した時のHVLが次式を満足すること

測定kV/100 ≦ ＨＶＬ (mmAl)

半価層(ＨＶＬ)　

Tb

0.270

0.280

判定
許容範囲

下記値以上

0.300

TaEb

ＨＶＬ

(mmAl)
E0 Ea管電圧 mAs値

0
測定条件

ターゲット

/フィルタ

mR

Al厚　：mm管電圧 mAs値

Manual撮影モード

大焦点焦点

測定条件

ターゲット/

フィルタ
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８．２　平均乳腺線量(ＡＧＤ)を算出するための圧迫板透過後のＨＶＬ

平均値 0.4 0.5 0.6

20 W/Rh 26 140 500.4 500.1 500.8 500.4 299.9 265.5 237.7

20 W/Rh 27 140 557.7 557.7 557.8 557.7 336.7 299.5 268.1

40 W/Rh 28 110 482.0 482.0 482.0 482.0 294.0 261.3 234.6

60 W/Rh 31 160 903.5 903.8 904.1 903.8 - 500.1 451.3

70 W/Rh 32 250 1517.0 1516.0 1517.0 1516.7 - 844.3 763.1

70 W/Rh 33 80 518.7 518.3 518.3 518.4 - 291.5 263.0

20 W/Rh 26 140 500.4 265.5 237.7 0.5 0.6 0.554 Pass

20 W/Rh 27 140 557.7 299.5 268.1 0.5 0.6 0.565 Pass

40 W/Rh 28 110 482.0 261.3 234.6 0.5 0.6 0.575 Pass

60 W/Rh 31 160 903.8 500.1 451.3 0.5 0.6 0.599 Pass

70 W/Rh 32 250 1516.7 844.3 763.1 0.5 0.6 0.606 Pass

70 W/Rh 33 80 518.4 291.5 263.0 0.5 0.6 0.614 Pass

半価層(ＨＶＬ)　

判定

0.26

0.27

0.28

ＨＶＬ

(mmAl)
許容範囲E0 EamAs値

0.31

0.32

0.33

Eb

Al厚　：mm

mR

Ta Tb

mAs値

ターゲッ

ト/フィ

ルタ

Manual

大焦点

PMMA厚 管電圧

焦点

撮影モード

ターゲッ

ト/フィ

ルタ

管電圧PMMA厚

0

測定条件

測定条件
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９．　ＡＥＣ動作

９．１　ＡＥＣ作動時の再現性

●PMMA40㎜を使用してAutoで撮影

kV

mm

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

９．２　X線量調整機能

D-Tap（-3） D-Tap（-2） D-Tap（-1） D-Tap（0） D-Tap（+1） D-Tap（+2） D-Tap（+3）

52.3 60.7 68.7 76.6 84.4 92 100.1

ＡＥＣ作動時の再現性

W/Rh

W/Rh

ﾀｰｹﾞｯﾄ/ﾌｨﾙﾀ

W/Rh

W/Rh

0.001

線量　：mR

289.0

W/Rh

Auto

28

mAs値

Dose　Level

42圧迫厚　

撮影モード

288.7

mAs

0.349

判定

Pass

74.0

288.0

288.4

変動係数

判定基準

変動係数0.05以下

74.0

モード

73.8

Nモード(ST)

74.2

焦点 大焦点

測定管電圧 28

ターゲット/フィルタ W/Rh

Semi

0.349

管電圧

標準偏差

平均値

測定結果

288.6

73.0

288.8

0.001

73.9
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１０．　ＡＥＣ作動時の平均乳腺線量(ＡＧＤ)

　

20 27 62 63 W/Rh 21

40 28 104.1 110 W/Rh 45

60 31 155.6 160 W/Rh 75

70 32 244.8 250 W/Rh 90

20 27 43 45 W/Rh 21

40 28 72.3 80 W/Rh 45

60 31 92.3 100 W/Rh 75

70 32 145.7 160 W/Rh 90

20 26 18.8 20 W/Rh 21

40 28 38.8 40 W/Rh 45

60 31 62.6 63 W/Rh 75

70 33 78.7 80 W/Rh 90

ＡＧＤ　=　Ｋ･ｇ・ｓ・ｃ K：入射空気カーマ【mGy】

g：乳腺量50％に相当する係数　【mGy/mGy】

s：ターゲットとフィルタの組み合わせに関する係数

c：乳腺量50%から異なる乳腺量を補正する係数。

平均乳腺線量　

Al厚　：0mm

測定線量　：mR

909.5

1526.0

圧迫厚

：mm

566.6

973.7

PMMA厚

mAs値

Dose

Level

PMMA厚 管電圧

72.9

測定線量　：mR

184.3

354.0

設定mAs値

設定mAs値

180.5

PMMA厚

483.9

ターゲッ

ト/フィ

ルタ

設定mAs値

522.2

測定線量　：mR

359.9

圧迫厚

：mm

圧迫厚

：mm

255.5

Al厚　：0mm

Dose

Level

Nモード

Hモード

Dose

Level

Lモード

管電圧

ターゲッ

ト/フィ

ルタ

mAs値

管電圧 mAs値

ターゲッ

ト/フィ

ルタ
Al厚　：0mm
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●AGD算出結果

PMMA厚
Dose

Level
Ｋ ｇ ｓ ｃ

ＡＧＤ

〔設定値〕

ＡＧＤ

〔実際の値〕
判定

20 2.098 0.567 1.042 0.918 1.14 1.12

40 4.239 0.325 1.042 1.034 1.49 1.41

60 8.517 0.210 1.042 1.207 2.25 2.19

70 14.786 0.175 1.042 1.247 3.35 3.28

PMMA厚
Dose

Level
Ｋ ｇ ｓ ｃ

ＡＧＤ

〔設定値〕

ＡＧＤ

〔実際の値〕
判定

20 1.514 0.567 1.042 0.918 0.82 0.78

40 3.101 0.325 1.042 1.034 1.09 0.98

60 5.306 0.210 1.042 1.207 1.40 1.29

70 9.435 0.175 1.042 1.247 2.14 1.95

PMMA厚
Dose

Level
Ｋ ｇ ｓ ｃ

ＡＧＤ

〔設定値〕

ＡＧＤ

〔実際の値〕
判定

20 0.599 0.567 1.042 0.918 0.32 0.31

40 1.581 0.325 1.042 1.034 0.55 0.54

60 3.370 0.210 1.042 1.207 0.89 0.88

70 5.060 0.175 1.042 1.247 1.15 1.13

平均乳腺線量

PMMA40mm厚にお

いて、2.4mGy以下

であること

Pass

PMMA40mm厚にお

いて、2.4mGy以下

であること

Lモード

判定基準

判定基準

Pass

PMMA40mm厚にお

いて、2.4mGy以下

であること

PassHモード

Nモード

判定基準
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●係数 ｓ ●係数 ｇ

係数　ｓ

1.000

1.017 0.250 0.300 0.350 0.400 0.450 0.500 0.550 0.600

1.061 20 21 0.329 0.378 0.421 0.460 0.496 0.529 0.559 0.585

1.044 30 32 0.222 0.261 0.294 0.326 0.357 0.388 0.419 0.448

1.042 40 45 0.155 0.183 0.208 0.232 0.258 0.285 0.311 0.339

1.050 45 53 0.130 0.155 0.177 0.198 0.220 0.245 0.272 0.295

50 60 0.112 0.135 0.154 0.172 0.192 0.214 0.236 0.261

60 75 0.088 0.106 0.121 0.136 0.152 0.166 0.189 0.210

70 90 ― 0.086 0.098 0.111 0.123 0.136 0.154 0.172

80 103 ― 0.074 0.085 0.096 0.106 0.117 0.133 0.149

●係数 ｃ

0.300 0.350 0.400 0.450 0.500 0.550 0.600

20 21 0.889 0.895 0.903 0.908 0.912 0.917 0.921

30 32 0.94 0.943 0.945 0.946 0.949 0.952 0.953

40 45 1.043 1.041 1.040 1.039 1.037 1.035 1.034

45 53 1.109 1.105 1.102 1.099 1.096 1.091 1.088

50 60 1.164 1.160 1.151 1.150 1.144 1.139 1.134

60 75 1.254 1.245 1.235 1.231 1.225 1.217 1.207

70 90 1.299 1.292 1.282 1.275 1.270 1.260 1.249

80 103 1.307 1.299 1.292 1.287 1.283 1.273 1.262

平均乳腺線量

PMMA厚

(mm)

等価圧迫乳

房厚(mm)

Rh/Rh

等価圧迫

乳房厚

(mm)

ＨＶＬ　(mmAl)Mo/Mo

Mo/Rh

係数　ｃ　(mGy/mGy)

Rh/Al

W/Al

W/Rh

ターゲット/フィルタ
PMMA厚

(mm)

係数　ｇ　(mGy/mGy)

ＨＶＬ　(mmAl)
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１１．　ＡＥＣ作動時のＣＮＲ

20 27 63 W/Rh 21 146.8

40 28 110 W/Rh 41 99.8

60 31 160 W/Rh 61 71.4

70 32 250 W/Rh 71 67.8

20 27 45 W/Rh 21 145.2

40 28 80 W/Rh 41 98.9

60 31 100 W/Rh 61 64.8

70 32 160 W/Rh 71 61.3

20 26 20 W/Rh 21 126.1

40 28 40 W/Rh 41 99.8 ＣＮＲ　=　(mBG　-　mAl)/√{(σBG)2+(σAl)
2/2}

60 31 63 W/Rh 61 72.2 mBG：Alなし部平均画素値

70 33 80 W/Rh 71 61.1 mAl：Al遮蔽部平均画素値

σBG：Alなし部標準偏差

σAl：Al遮蔽部標準偏差

ＣＮＲ

Nモード

PMMA厚
Dose

Level

ＣＮＲ

〔相対値〕

ＣＮＲ

〔相対値〕

圧迫厚

：mm

ターゲット

/フィルタ
管電圧 mAs値

PMMA厚

PMMA厚

Dose

Level

Dose

Level

Hモード

Lモード

管電圧
ターゲット

/フィルタ

圧迫厚

：mm

mAs値

ＣＮＲ

〔相対値〕

管電圧

mAs値

圧迫厚

：mm

ターゲット

/フィルタ

60mm以上

6
0
m

m
以

上

3030

ROI1ROI2

6
0

20×2020×20

mBG、σBG

mAl、σAl
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１２．　アーチファクトの確認

●PMMA20㎜を臨床で撮影するモードにてAuto撮影する

mm

１３．　画像歪

●10㎜のPMMA2枚の間に金網(線径0.5㎜以上、4メッシュ以上)を配置し、１０．で決定したPMMA20㎜の撮影条件でManual撮影する

mm

アーチファクト・画像歪

Dose　Level

mAs値

撮影モード

管電圧

管電圧

ターゲット/フィルタ

圧迫厚　

27

Manual

21

判定

mAs値

圧迫厚　

判定

撮影モード

Nモード(ST)

27

Pass

W/Rh

W/Rh

45

21

Pass

ターゲット/フィルタ

51.7

Auto
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１４．　加算的ラグ効果

●PMMA40㎜の撮影条件

　加算的ラグ効果＝(X2－X3)/X1

X1：画像1　ROI1-2の画素値の平均値

X2：画像2　ROI2-1の画素値の平均値

X3：画像2　ROI2-2の画素値の平均値

○PMMA40mm撮影条件での撮影画像【画像1】 ○支持台を遮蔽板で覆い、最低mAs値での撮影画像【画像2】

加算的ラグ効果

mAs値

管電圧

撮影モード

W/Rh

28

ターゲット/フィルタ

Manual

80

加算的ラグ効果

0

60mm以上

6
0
m

m
以

上

ROI1-1ROI1-2

6
0
m

m

20×20㎜20×20㎜

60mm以上

6
0
m

m
以

上

30mm30mm

ROI2-1ROI2-2

6
0
m

m

20×20㎜20×20㎜
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１５．　乗算的ラグ効果

●PMMA40㎜の撮影条件

　乗算的ラグ効果＝{(X1－X2)-(X3-X4)}/{(X2+X4)/2}

X1：画像1　ROI1-1の画素値の平均値

X2：画像1　ROI1-2の画素値の平均値

X3：画像3　ROI3-1の画素値の平均値

X4：画像3　ROI3-2の画素値の平均値

○PMMA40mm撮影条件での撮影画像【画像1】 　　○ステンレス板を置いた撮影画像【画像2】

乗算的ラグ効果

ターゲット/フィルタ

撮影モード

管電圧

mAs値

0.0012

乗算的ラグ効果

80

○ステンレス板を取り除き、再度同じ条件で

の撮影画像【画像3】

Manual

28

W/Rh

ROI1-1ROI1-2

6
0
m

m

20×20㎜20×20㎜

60mm以上

6
0
m

m
以

上

6
0
m

m

ROI3-1ROI3-2

6
0
m

m

20×20㎜20×20㎜

30mm30mm 30mm 30mm
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１６．　ダイナミックレンジ

●PMMA60㎜の撮影条件

○ダイナミックレンジ測定用ファントム

段

ダイナミックレンジ

ターゲット/フィルタ

撮影モード

管電圧

mAs

目視で視認できるステップの段数 12

判定基準

8段以上視認できること

判定

Pass

100

Manual

31

W/Rh

85mm

4
0
m

m

5mm

10°

3mm

3mm

10°

3
6
m

m

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
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１７．　空間分解能

●密着撮影

●拡大撮影

空間分解能

mAs値

大焦点

28

W/Rh

管電圧

ターゲット/フィルタ

71

撮影モード

焦点

45.84

空間分解能

2lp/mm

4lp/mm

空間分解能

4lp/mm

8lp/mm

mAs値

ターゲット/フィルタ

125

28

W/Rh

撮影モード

焦点 小焦点

Manual

74.82

91.04

75.34

管電圧

Manual
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／ 今回の点検項目ではないことを示します。

42 装置の起動／終了

システムのバックアップ

FDR-3000AWSの外観確認及び清掃

FDR-3000AWSのハードウェア／ソフトウェアの確認

41

40

39

オプション：FS圧迫板

オプション：トモシンセシス

29

28

機能維持

安全性

画像配送

フィルム出力

表示画像

各装置間の接続

FDR-3000AWSとの接続確認

動作環境：[　 　　　 ]℃、[　 　 　　]％

装置固定状態

供給電源(AC200V±10%)

緊急停止ボタン

38

37

36

35

34

33

32

31

30

処置項目目的

システム

AMULET Innovality 定期点検報告書

お客様名 国立大学法人山口大学医学部附属病院 御中

装置名 FDR MS-3500(Innovality) 作業開始 2026年02月25日 13時00分

機器管理番号 3644319 作業終了 2026年02月25日 17時00分

装置S/N 57220633 点検済証No F655412

設置場所 R18撮影室 作業者 松本 賢一

設置日 2016年03月29日

目的 項目 処置

総合判定 〇 次回点検予定

1 スタンドカバー

2 フェースガード

お客様への連絡事項

3 撮影台

動作良好です。

4 フラットパネルセンサ

5 ファン

6 スイベルアームの昇降動作

7 スイベルアームの回転動作

8 昇降スタンド

9 グリッド

10 X線防護板

11 圧迫ユニット

12 コリメータ

13 ジェネレータ

14 X線管球

15 HVケーブル

16 フットスイッチ

17 エアフィルター

＜処置記号について＞

18 各制御基板

レ 確認、清掃したことを示します。

19 エラーログ

Ａ 調整、補正したことを示します。

20 曝射認識

Ｃ 部品交換したことを示します。

21 曝射回数 [　　　　　　　     　　　　]回

22 AEC

判定記号 （○良好 △次回点検時部品交換必要 ×即日対応必要 －対象外）
AGD確認

kV精度確認

X線出力の変動確認

FPDのキャリブレーション

オプション：生検位置決めオプション

23

24

25

26

27

レ
レ
レ

レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ

レ
レ
レ
レ
レ
／
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ

レ
レ
レ
／
レ
レ
レ
／
／
レ
レ
レ
レ

I. AWS
　患者ID 情報の登録・取得、画像処理、画像配信およびX 線条件
　の設定等を行う装置です。

　◇主な点検項目：ハードディスク、メモリ、ファン等
　　
　　ハードディスク等で発する熱をファンで冷却する必要があります。
　　ファンが動作しないと冷却能力が低下し、熱による誤動作を誘引
　　する場合があります。(該当点検項目：34,36,37,38,39,40)

II. ジェネレータ部
　X線管球への電流と電圧を制御するユニットです。

　◇主な点検項目：HVケーブル、ジェネレータ

　　高圧トランスで昇圧した電圧をX線管球に供給しており定期的な
　　メンテナンスが必要です。(該当点検項目：13,15)

III. FPD部
　被写体を透過したX線をフラットパネルセンサで検出し、デジタル
　画像信号に変換して画像データを生成するユニットです。
　
　◇主な点検項目：フラットパネルセンサ、AEC 等

　　フラットパネルセンサ、AECに不具合が生じると、正常な画像
　　を取得できない場合があります。定期的な点検、調整、清掃
　　が必要です。(該当点検項目：4,22,26)

I

III

II



無停電電源（UPS）

25 +DIP確認(撮影条件,ポジショニング)

23

22

21

24

画像のフィルム出力

他装置との接続

／

／
レ

システム 画像の転送

機能維持

安全性

／ 今回の点検項目ではないことを示します。

Ｃ 部品交換したことを示します。

処置

画像の保管メディア書き込み

PC系製品点検報告書(Console Advance／C@RNACORE等)

お客様名 国立大学法人山口大学医学部附属病院 御中

装置名 FDR-3000 AWS 作業開始 2026年02月25日 13時00分

機器管理番号 3644293 作業終了 2026年02月25日 17時00分

装置S/N 57220396 点検済証No F655412

設置場所 R18撮影室 作業者 松本賢一

設置日 2016年03月29日

目的 項目
総合判定 〇 次回点検予定

1 HDD/SSDドライブ

2 光学ドライブ（内蔵） お客様への連絡事項

3 メモリ 動作良好です。

4 ファン

5 電源/バッテリ

6 装置内部

7 マウス/キーボード

8 LCD

9 タッチパネル

10 バーコードリーダー

11 磁気カードリーダー

12 画像確認モニター

13 外部HDD（NAS/USB HDD）

14 USBメモリ

15 USBスピーカ

16 画像表示機能

17 設定のバックアップ/日付・時刻設定

＜処置記号について＞

18 供給電源（AC100V±10%）

レ 確認、清掃したことを示します。

19 電源プラグ/テーブルタップ

Ａ 調整、補正したことを示します。

20

判定記号 （○良好 △次回点検時部品交換必要 ×即日対応必要 －対象外）

レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
／
レ
／

／
／
／
レ
レ
レ
レ
／

／
／

作業詳細項目

＜各点検項目の詳細について＞

OS（システム）のイベントログを確認してハードウェアの正常動作を確認します。1

OS（アプリケーション）のイベントログを確認してソフトウェアの正常動作を確認します。2

日時のずれがないことを確認します。3

モニター、キーボード、マウス、光学ドライブ、装置内部、電源プラグ等、ハードウェアの清掃を行います。4

不変性試験の結果により、モニターのキャリブレーションを行います。5

ケーブルの緩みや抜けが無いことを確認します。6

他システムとの連携、画像入力、画像配送、画像保存等、機能確認を行います。7

設定ファイルのバックアップをします。8



点 検 報 告 書
No.

 お客様承認 特記事項

機器一覧

作業実施者

作業終了

作業開始

お客様番号お客様名

作業時間 作業人数

作業状況

人分

御中国立大学法人山口大学医学部附属病院 5145

2026年 02月 25日 13時 00分

2026年 02月 25日 17時 00分

240 1

〇
57220633

動作良好です。FDR MS-3500(Innovality)
R18撮影室

2016/03/29

〇
56220069

動作良好です。
FDR-2000BPY (Innovality用
）

R18撮影室
2016/03/29

〇
57220396

動作良好です。FDR-3000 AWS
R18撮影室

2016/03/29

機器名 総合判定場所・シリアル番号 お客様への連絡事項

部品一覧

使用部品 部品番号シリアル番号 使用数量機器名

修理業者：富士フイルムメディカル株式会社　東京都港区西麻布二丁目２６番３０号

01353170

松本 賢一

Tel. 0570-02-7007　　Fax. 083-974-4330

〒754-0026

富士フイルムメディカル（株）山口サービスセンター

山口県山口市小郡栄町5-1

点検種別 保守契約点検

設置日

Page 1

定期点検を実施いたしました。
詳細は別紙報告書をご参照ください。

判定記号（○良好　△次回点検時部品交換必要　×即日対応必要　－対象外）
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